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全日本学生馬術大会 2022 特別号 
 

晴天が続き、太陽の出ている時間はまだまだ暖かいですが、段々と朝夕は冷え込

み、冬の足音が聞こえてくるような季節となりましたが、稲門会会員の皆様はいかが

お過ごしでしょうか。この度、10/30(日)～11/6(日)にかけて三木ホースランドパー

クにて行われた全日本学生馬術大会 2022 にて、当部史上初の 3 種目団体総合準優

勝、同じく初の総合馬術競技団体準優勝、14 年振り 2 回目の障害馬術競技個人優勝

などの好成績を収めましたので、皆様の日頃よりのご指導やご支援への感謝ととも

に、特別号としてご報告いたします。 

 

1． 結果（赤字は優勝及び入賞） 

2． 監督コメント 

3． 選手よりひとこと 

4． 祝賀会開催のお知らせ 

 

1．結果 

▽第 5 回 MD 障害馬術大会 

第 5 位   吉實陽介(政経 4)&アイシングラー 

総減点 4 タイム 64.04 

 

▽第 71 回学生賞典障害馬術競技 

優勝    吉田光佑(スポ科 4)&アルボア 

第一回走行 総減点 0 タイム 71.73 

吉田とアルボア号のウィニングラン 
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第二回走行   総減点 0 タイム 70.53 

JO     総減点 0 タイム 35.00 

 

第 18 位  鶴見汐花(スポ科 3)&稲嵐 

第一回走行 総減点 5 タイム 74.86 

第二回走行 総減点 4 タイム 72.05 

 

第 25 位  髙田雅(人科 4)&プリンチペスコ 

第一回走行 総減点 4 タイム 63.01 

第二回走行 総減点 16 タイム 66.26 

 

団体成績 

第 5 位   2 日間の総減点 29 

 

▽第 65 回学生賞典馬場馬術競技 

第 14 位  吉田光佑(スポ科 4)&ロッキーロイヤル 

最終得点率 59.577% 

 

第 22 位  坂藤仁美(教育 4)&ココドロ 

最終得点率 56.000% 

 

第 23 位  鶴見汐花(スポ科 3)&稲彩 

最終得点率 55.231% 

 

第 24 位  髙田雅(人科 4)&如月 

最終得点率 55.154% 

 

団体成績  

第 5 位   上位三人馬の合計得点率 170.808% 

 

▽第 65 回学生賞典総合馬術競技 

髙田とプリンチペスコ号 

坂藤とココドロ号 



第 6 位   坂藤仁美(教育 4)&ココドロ 

馬場    最終得点率 66.1% 減点 33.9 

クロスカントリー 総減点 0 タイム 4.38 

障害    総減点 0 タイム 64.9 

総減点 33.9 

 

第 7 位   吉田光佑(スポ科 4)&デクスター 

馬場      最終得点率 63.0%減点 37.0 

クロスカントリー 総減点 0 タイム 4.34 

障害      総減点 0 タイム 61.3 

総減点 37.0 

 

 

第 13 位  鶴見汐花(スポ科 3)&エオウィン 

馬場     最終得点率 58.5%減点 41.5 

クロスカントリー 総減点 5.6 タイム 4.56 

障害     総減点 0 タイム 64.8 

総減点 47.1 

 

団体成績 

第 2 位   合計減点 118 

 

3 種目総合成績 

第 2 位  早稲田大学 

障害 199 

馬場 171 

総合 261 

3 種目総合 631 

 

2．監督コメント 

今年の全日本学生三大大会は 11 月１日～６日の日程で兵庫県の三木ホースランド

パークで開催されました。１１月１日はフレンドシップのため実際の競技は２日から

始まります。 

早稲田は１０月３０日夜から大型、中型馬運車と 2 台の乗用車で輸送を開始しまし

た。翌朝には無事到着し全人馬大きな怪我無く大会を迎えることができました。 

坂藤とココドロ号 



31 日は馬を休め 1 日のフレンドシップで最終調整を行いました。11 月 2 日、初

日最初の競技はM-D障害です。 

 

 

ジャンプオフがなくタイム勝負となっており、ベンディングラインと回転から斜め

に置いてある障害で正しく馬を誘導する事が求められます。 

早稲田からは吉實陽介（政経４）とアイシングラーが出場しました。 

今年の六大学からコンビを組み始め 23 歳の高齢馬を大きな故障もなくここまで連

れてきました。 

1 番障害から元気よく入ると 7 歩のラインをいきなりマイナス 1 歩で抜けていきま

す。計算通りではありますが馬もしっかり応えて大きな飛越で助けます。 

順調にクリアしていき迎えた 6 番障害のダブルでやや歪みかけたところを前に出して

向かわせます。A をクリアして近く入った B で落下。その後も良いペースでクリアし

ていっただけに惜しい1 落下となってしまいました。 

結果、減点 4 タイム 64.04 秒で 5 位。1 落下の中では最もタイムが速い走行でし

た。勝負をかけた中での落下でしたので致し方ありません。 

 

初日 2 つ目の競技は第72 回全日本学生賞典障害飛越競技大会です。 

 



 

 

関東学生では団体優勝を飾り 56 年ぶりの団体優勝を目指してトレーニングを重ね

てきました。9 月には三木での競技会に出場し、場慣らしや馬場の状態を確認してき

ました。三木の馬場はとても良質でクッション性が高くグリップが効きます。その反

面、純粋な砂ではないので走りやすい為一歩が大きくなり距離感覚を修正する必要が

ありました。 

コースは高さよりもラインの数が厄介でした。ほぼすべてラインで構成されており

ミスが命取りになります。 

 

早稲田の一番手は鶴見汐花(スポ科3)と稲嵐です。昨年からコンビを組んで数々の優秀

な成績を残しています。 

しかし、大会前から腰、股関節の不調で必死の調整で何とか出場に漕ぎつけました。

1 番障害からリズム良く入り不安を打ち消してくれましたが、3 番〜4 番の 4 歩のラ

インの 4 番のリバプールに馬が反応してバーに当ててしまい落下。その後は人馬が助

け合い無過失ながら、タイムが僅かに溢れてしまい減点 5、タイム 74.86 秒でした。 

 

二番手は高田雅(人科4)とプリンチペスコです。この一年で実力を高めてきた人馬で

す。最近の課題は馬の最良のリズムを作る事です。 

1 番障害は回転から良いリズムで入り、軽くバーに当てましたがセーフ。今回はし



っかりと回転からリズムをキープして走行。4 番のリバプールも近く入りましたが馬

がしっかり上がってくれます。全体的なペースは多少早かったですがいつもより馬が

大きく動き気持ち良く飛んでくれました。いよいよ満点かと思った最終障害で大事に

いき過ぎて落下。最後は惜しかったですが減点 4、タイム 63.01秒。 

 

出番最後は吉田光佑(スポ科4)とアルボアです。この人馬はより高みを求めて、全日

本Jr.やスリースターのMBクラスでトレーニングを積んできました。今回も期待でき

るコンビです。 

スタートから良いリズムで余裕を持って走行。次々と障害をクリアして行き気が付

けば最終障害。ここで、初めて乱れが見られましたが問題なくクリア。減点 0、タイ

ム 71.73 秒。 

 

3 人の走行を終えて総減点 9 で初日団体 5位につけました。 

上位は 

日本大学 減点 4 

明治大学 減点 6 

関西大学 減点 8 

東京農業大学 減点 8 

となり、障害の上がると予想される明日での巻き返しが充分可能なポジションです。 

 

2日目は6番と10番Aが5センチ上がりました。6番は軽い横木で、かすっただ

けで落下してしまいます。10 番も 3 段オクサーから 5 歩でダブルの入りですので、

嫌な所を上げてきました。 

出番は上位 7 校(今年は 6 位が 2 校)が後半に回り団体の勝敗を競う形になっていま

す。 

一番手は鶴見と稲嵐です。2 日目も前日の反動もなく何とか走行できそうで胸を撫

で下ろしました。乗り手もホッとしたのか 1 番からしっかり入って行きました。昨日

落下した 3〜4 番のラインも充分注意して入りましたが、またしても 4 番リバプール

で馬が横木に集中できず落下。その後は無難に走行してゴール。体調不良の中本来の

力は出せませんでしたが良く頑張ってくれました。結果減点 4 タイム 72.05 秒でし

た。 

 

二番手は高田とプリンチペスコです。昨日は惜しい 1 落下でしたので、同様の走行

を期待します。昨日よりはやや遅いペースでスタートしました。1 番でいきなり落下。

気を取り直して走行するも昨日のような動きになかなかなりません。5 番 A も上がり

きれず落下。昨日に比べてフラットな飛越になってしまい 8 番、10 番 A でも落下。



最終的に 4落下減点 16 タイム 66.26 秒でした。 

 

三番手は吉田とアルボアです。昨日は安定した走行で減点 0 でしたので、不安要素

は 2 日間０の緊張のみです。2 日目は初日より更に安心して見ていられました。危な

いところもなく当たり前のように減点 0 でジャンプオフに駒を進めました。心配は取

り越し苦労に終わりタイムは 70.53 秒。 

 

早稲田は 2 日間総減点が 29 点となり団体 5 位となりました。優勝を目指していた

ので残念でしたが団体を組めるかも微妙な状況の中で全頭無事にゴールを切れたこと

が何よりです。そしてまだジャンプオフが残っています。 

 

ジャンプオフの経路は５A、６、７、１０A、１０B、４、１３（JO 専用）です。

ジャンプオフには 8 頭残りました。吉田とアルボアの出番は 5 番。吉田までに減点 0

は 2 人。しかしタイムはそこまでではありませんでした。それよりも後ろに控えるラ

イバル達の方が気になります。 

吉田は勢いよくスタートを切ると５A－６を一歩少なく入ります。6 番は触れれば落

ちる横木ですがクリア。2 番のギリギリを通って反抗を恐れず 7 番を斜めに入り 1 番、

4 番の間から直線 2 歩で 10 番ダブルを抜けていきます。そこからやや体勢を整えて

斜めから 4 番をクリア。最後はダッシュして 13 番の前 2 歩だけ起こしてクリア。減

点０、タイム 35 秒ジャスト。これ以上ない走行に後続の選手へのプレッシャーは大

きくなりました。後続 1 人目は無理をせず減点 0 ながらタイムは 37.65 秒。残りの

2 人は果敢にアタックするも 2 人とも 7 番で反抗があり脱落。結果、吉田とアルボア

の全日本学生賞典障害馬術大会の個人優勝が決まりました。早稲田では 2008 年佐藤

泰 OG 以来 14年振りの快挙です。 

 

 

大会 3 日目は第 65 回全日本学生賞典馬場馬術大会です。S1 課目で競います。 

早稲田の一番手は鶴見汐花と稲彩です。前日から速歩でベンドすると歩様が乱れて

しまい、当日も改善されませんでした。速歩区間では手綱を持って姿勢を作ろうとす

ると歩様が乱れ我慢せざるを得ない状況で精彩を欠いてしまいました。駈歩区間で正

確な運動と踏歩変換で巻き返しを図るも前半の歩様が響き 55.231%で 23 位でした。    

 

二番手は高田雅と如月です。準備運動馬場では伸びやかに動き期待して見ていまし

た。しかし、本馬場に入ると馬が緊張してしまい元々苦手なハーフパスで全く内方姿

勢が取れなくなり大きく減点されてしまいました。得意の伸長速歩はしっかりこなし

ましたが駈歩区間に期待です。駈歩区間では序盤の中間駈歩はメリハリのある動きで



点を伸ばしましたがまたしてもハーフパスで姿勢が取れず苦しくなった所で踏歩変換

にも乱れが出てしまいました。結果 55.154%で 24 位でした。 

 

三番手は坂藤仁美(教育4)とココドロです。この馬は総合のスーパーホースですが、

歩様が素晴らしくハーフパス、踏歩変換も得意な事から馬場でも全日本学生の権利を

取りました。入場し、やや前のめりながらリズム良く速歩区間の運動をこなしていき

ます。伸長常歩までミスなく進めてきましたが、常歩ピルーエットで後肢の軸が定ま

らず、駈歩ハーフパス後の踏歩変換の地点ずれ、駈歩ピルーエットでもバタついてし

まい苦手な部分が出てしまいました。結果 55.769％で 24 位でした。 

 

四番手は吉田光佑とロッキーロイヤルです。この馬は入れ込んでしまう所があるの

で、早朝に一度運動して二度出しで臨みました。序盤からリズムの良い収縮速歩でミ

スのない演技を進めていきました。普段点の取れない常歩もゆったり大きく動いてし

っかりこなしていきました。駈歩区間もメリハリのある運動で高得点を期待した矢先、

ピルーエットに向かう所で立ち上がり、ピルーエットはこなしたものの大きく減点さ

れてしまいました。これが響き 59.808％で 14 位でした。決勝も期待できた演技だ

けに残念でした。 

 

4 頭の演技を終えて上位 3 頭の総得点率は 170.808％で団体 5位となりました。 

 

4 日目は第 65 回全日本学生賞典総合馬術大会の馬場です。今年はクロスカントリ

ーと障害に秀でた馬を揃える事ができ、馬場での減点を抑えたい所です。 

 

早稲田一番手は鶴見汐花とエオウィンです。この馬はクロスカントリーと障害は言

うことがありませんが気性が強く馬場ではまだ攻めた騎乗が難しいです。 

入場し停止敬礼をすることなく中央線を行進していきます。総合馬場の特徴ですが毎

回違和感を覚えます。ハミが安定せず突き上げるところがあり、動かしつつも慎重に

運動を進めていきます。左の斜横歩が浅くなってしまいましたが大きな乱れもなく演

技を終えました。しかし、充分に姿勢を作れなかった事もあり得点率 58.55%減点

41.5点となりました。現段階では悪くない数字ですがポテンシャルはあるので今後の

成長に期待したいです。 

 

二番手は坂藤仁美とココドロです。昨日の馬場馬術競技は専門外でしたが今日から

が本職です。馬場でも高得点を出せる馬なので期待しています。前進気勢があり過ぎ

る所がありますがそこを殺さず乗れるかが大切です。入場から良いリズムで入り持ち

前の弾む前進気勢で気持ち良く見ていられます。斜横歩も綺麗に決まり、正確に丁寧



に乗り切りました。常歩でややリラックスに欠けましたが大きな減点とはならず得点

率 66.08％で減点 33.9 点となりました。上出来です。 

 

三番手は吉田光佑とデクスターです。コンタクトとリズムさえしっかり出来れば馬

場でも減点を抑えられると考えています。乗り手もリズムとリラックスに注意を払い

ながら騎乗し、馬の持ち味を出してくれました。しかし、馬に集中するあまり中央線

に入る所を気付くのが遅れて大きくオーバーラン。他が良く出来ていただけに惜しい

ミスをしましたが、63.04%で減点 37.0。馬場の減点としては抑えられたと思いま

す。 

 

最終日は総合のクロスカントリーと障害です。まずはクロスカントリーから始まり

ます。 

 

 

 

三木のコースは山梨に比べ高低差が少なく平坦で走りやすいので、タイムインする

馬が多く出ると予想されます。そのため早稲田もタイムインできるよう念入りに下見

をしました。前日の馬場が良く、クロスカントリーの得意な馬をそろえているので上

位校を捕らえたいところです。 

 



一番手は鶴見とエオウィンです。私はコース最深部の日本庭園（10 番水豪の ABC）

で見守ります。現れたエオウィンは水に臆することなく予定通りのラインで駆け抜け

ていきました。全体でも特に危なげなく完走しましたが、タイムが 14 秒こぼれてし

まいました。タイム減点5.6、2種目減点47.1点となりました。このタイム減点が大

きな影響にならないことを祈ります。 

 

二番手は坂藤とココドロです。馬は百戦錬磨ですのでペース配分と障害へのアプロ

ーチを注意すれば問題ないはずです。10 番に来たときは良いタイムでした。水豪

ABCもスムーズに抜けて行きました。全体としても1か所バランスを崩したところが

ありましたが影響なく完走しました。このコンビで分速 500ｍを始めてタイムインで

き、障害減点も 0。期待に応えてくれました。 

 

三番手は吉田とデクスターです。総合の本場イギリスから直接買い付けた馬ですが

三木のコースは初めてでした。吉田とのコンビも初めてで人馬の対応力を信じます。

放送で順調に10番に向かって来ているのが聞こえます。10番に来ると吉田も水を警

戒し手綱を絞ります。馬も果敢に水に飛び込み駆け抜けて行きました。無事完走し、

障害減点 0、タイム減点もありませんでした。 

 

クロスカントリーを終えて 3 頭で減点が 5.6 のみでしたのでどこまで順位を上げたの

か楽しみでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 2 位！上位にいた大学が減点を増やしてしまったようでここまで順位を上げて

きました。こうなったら障害にも自信がある以上、順位は落とせません。私も気持ち



を強く持つために表彰式に備え正装に着替えました。（団体3位までの大学の監督は表

彰式に出るのです。） 

 

 

 

総合の障害出番はリバースオーダーです。早稲田は全員馬場整備後の後半に出番が

来ます。 

一番手は鶴見とエオウィンです。この馬は障害も130㎝のコースに対応できる能力

があります。今回はEV100 レベル、105㎝ですので問題ありません。しかし鶴見の

出番は 24 番でしたがここまで減点 0 は一人のみ。油断ないよう送り出しました。結

局、何も問題は起きず減点 0、総減点 47.1 点。その後の選手にミスが続発し 8 人抜

いて 13 位となりました。 

 

2 番手は吉田とデクスターです。この馬もこの高さは問題ありませんが発展途上で

もあり、たまにミスをしてしまいます。そのあたりは吉田も承知しており馬をしっか

り動かしつつ丁寧に走行しました。こちらも減点 0、総減点 37.0 点。順位を 2 つ上

げて 7 位入賞となりました。 

 

3 番手は坂藤とココドロです。この馬は前バランスなので障害では落下に注意しな

ければいけません。準備運動で伸びた体をもう一度詰め直します。経路内でも回転で



しっかり推進しながら走行し普段より良く上がっていました。その結果、こちらも減

点 0、総減点 33.9 点。順位は変わらず 6位入賞となりました。 

 

障害では3人馬とも減点0で締めたため、団体2位が決まりました。そして障害、

馬場、総合の 3 種目団体総合成績も 2 位となりました。この 2 つの 2 位は創部初の

成績です。優勝ではありませんが快挙と言わせてください。 

 

3種目総合順位は昨年の6位から2位へ躍進することができました。今年は 3種目

で団体を組むことが出来たことが大きな要因と考えます。1 頭 1 頭のポイントに加え

団体ポイントが加算されるためです。 

昨年の反省を踏まえ輸送にも充分な注意を払い人馬の安全に配慮できたことも、ベ

ストを尽くすことが出来る前提になっています。来年は主力選手が卒業してしまいま

すが、今年に負けない成績を目指したいと思います。 

最後になりましたが、今回頑張ってくれた選手、馬付き、幹事などの学生の皆さん、

お疲れさまでした。現場や動画配信にて応援いただいたOB、OGの皆様、そして、遠

征費のご寄付のお願いに快くご協力いただいた OB,OG の皆様ありがとうございまし

た。皆様のご協力なしでは馬術部の発展はありません。今後ともよろしくお願いいた

します。 

 

監督 

田中 俊司 

 

 

【MD 障害】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【全日本学生賞典障害飛越競技】 

●個人結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

●団体結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【全日本学生賞典馬場馬術競技】 

●個人結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

●団体結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全日本学生賞典総合馬術大会】 

●個人結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●団体結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【3 種目総合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3.選手よりひとこと 

 出場選手に今の思いをつづってもらいました。以下学年順に紹介します。 

 

髙田雅（人科 4） 

障害馬術（プリンチペスコ号）：第 25 位 

馬場馬術（如月号）：第 24 位 

  最後の全日本学生が終わりました。今までの馬術

人生で、こんなに悔しい思いをした試合は初めてで

す。これまでは、勝てる自信もなく、勝ちへの執着

が全くなかった私は、どんな結果であろうが、気持

ちが大きく揺れることはありませんでした。しか

し、今回の全日本学生では、今までに経験したこと

のない、自分でも驚くような感情になりました。悔

しさと申し訳なさ、情けなさが入り混じったこの感

情は、一生忘れることはないと思います。 

しかし、思い返せば、入部当初の私はペチコと

100cm を帰ってくるのが精一杯、馬場なんてほと

んど踏んだことがない状態でした。3 年後に全日本

学生に出場して、ましてや障害で勝ち負けを狙えるところまでこられるとは思って

もいなかったし、奇跡に近いことなのだと気付きました。指導をしてくれる人がい

て、応援してくれる人がいて、下手くそを乗せてくれる馬達がいて、この舞台に立

てました。本当に感謝しています。残された馬術部生活はもう少ないですが、最後

の早慶戦でリベンジ、恩返しができるよう、切り替えて練習に励みます。 

最後になりましたが、本大会参加にあたり、多大なご支援を頂きました皆様、こ

の場をお借りしてお礼申し上げます。お陰様で一生残る貴重な経験ができました。

本当にありがとうございます。 

 

坂藤仁美（教育 4） 

馬場馬術（ココドロ号）：第 22 位 

総合馬術（ココドロ号）：第 6 位入賞 

  この大会に出るまでに多くの人の支えと助けがあり、成長して臨むことができま

した。また、今年の 3 月から早稲田に来たココドロは、私を乗せて一度も止まった

り避けたりしたことが無く、本番は馬を信じるのみでした。 

髙田と如月号 



クロカンではタイムインの事だけ考え、ゼロ

で帰ってくるために自分の許容を越えたペース

で走りましたが、馬がスーパーで難しい障害も

クリアできました。最後まで信じて走って良か

ったです。上位は接戦で、一個でも落とすとか

なり順位が変動する中での余力障害でした。絶

対に落下したくなかったので色々と準備馬場で

工夫しました。ポロっと落としてしまうことが

多いのですが、想いが伝わったのか脚を当てる

こともなく最後までよく飛んでくれました。 

この馬と出会うまではまさか全学に出ると

も、入賞できるとも考えたことがなかったで

す。しかし今回結果も今までで一番良く、ココ

ドロの凄さを全学という場で見せることができ嬉しかったです。 

何より、これまで応援し支えてくださった全ての方々に感謝でいっぱいです。言

葉では言い表せないほど素晴らしい経験ができ

ました。ありがとうございました。 

 

 

吉實陽介（政経 4） 

MD 障害馬術（アイシングラー号）：第 5 位入賞 

  1 年前はまさか自分とアイシングラーが全学

に出るとは思っていませんでした。今回FSと下

乗りをしてくれた吉田をはじめ本戦に出場して

いる選手の皆さんの凄さ、アイシングラーの素

晴らしさと同時に自分の無力さを感じ、4 年間

の集大成というよりは 4 年間の限界を感じた走

行になりました。青が一番良く似合う馬なのに

自分が乗っている間はブルーリボンをつけてあ

げることが出来ませんでしたが、自分の出せる

ものは出したのかなと、最も納得のいく走行でもありました。最後になりますが、

自分をエントリーしてくれた髙田主将と監督、応援してくださった部員やOBOGの

皆様、そして全学の舞台まで自分を連れてってくれたアイシングラーにとても感謝

しています。 

 

 

坂藤とココドロ号と 

馬付きの栗田（政経 3） 

吉實とアイシングラー号 



 

 

 

吉田光佑（スポ 4） 

障害馬術（アルボア号）：第 1 位 

馬場馬術（ロッキーロイヤル号）：第 14 位 

総合馬術（デクスター号）：第 7 位入賞 

お疲れ様です。4 年の吉田です。最後の全日

本学生が終わり、ホッとしている自分と寂しさ

を感じている自分がいます。 

  最後の全日本学生は三種目に出場させていた

だきました。 

障害では優勝させていただき、総合でも 7 位

入賞となりましたが、馬場では不完全燃焼で終

わってしまい、かなりの悔しさが残っていま

す。今は全く実感はないのですが、三種目総合

で 2 位になったのは早稲田では最高位みたいで

す。今は特に喜びの感情とかはなく、ただただ

負けた喪失感と悔しさしか感じないです。次の

リベンジできる場も引退なので、もうないです

し、もっと活躍したかったなと思います。 

  そして、今回、ここまでこんな僕を乗せて戦ってくれた 3 頭の馬たちに本当に感

謝しています。この出会いは一生忘れません。また今まで僕を乗せてくれて色々学

ばせてくれた早稲田の馬たち、その馬たちがいたからこそ、今の僕があります。み

んな助けてくれて頑張ってくれて本当にありがとう。最後になりますが、応援して

くれた方々、OBOG の方々にも感謝しています。ありがとうございました。 

そして、全日本 Jr.選手権の時や、毎回、試合に足を運んでくださった田中監督、

本当に感謝しています。他にも児玉さんや安岡先生をはじめ、色々な方々のおかげ

で今の早稲田での僕がいると思います。話したい事は沢山ありますが、打ち上げの

時に取っておきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

ウィニングラン後の吉田とアルボア号 



 

 

 

 

鶴見汐花（スポ 3） 

障害馬術（稲嵐号）：第 18 位 

馬場馬術（稲彩号）：第 23 位 

総合馬術（エオウィン号）：第 13 位 

 

今年の全日本学生は 3 種目に出場させていた

だきました。 

まず 1 種目目の障害ですが、これが私とカン

パリのラストランでした。約 1 年半コンビを組

み、嬉しい時も辛い時も共に過ごしてきたかけ

がえのないパートナーです。不調が続き、出場

さえ危ぶまれましたが最後まで走りきることが

できて安心しています。 

次にヒカルとの馬場です。こちらもまた、最

高の状態を全日本学生の舞台に持っていくこと

ができず、悔しい結果となりました。 

最後にエオウィンとの総合です。出だしの馬場で躓き、クロスカントリーでは私

の経験の無さからタイムをこぼし、最終的に個人 13 位と惜しい結果になってしま

いました。しかしながら団体では 2 位となり、早稲田の歴史を創る一員となれたこ

とを誇らしく思います。 

3 種目総合でも 2 位という快挙を成し遂げ、全ての種目でこの結果に貢献できた

ことを嬉しく思います。これも日頃からお世話になっている OB.OG の皆様や、関

係者の皆様のお力添えがあってのことです。ありがとうございました。 

 

最後になりましたが、この度は22名の稲門会会員の皆様から、併せて 156万円も

の寄附金をいただきまして誠にありがとうございます。 

皆様のご理解・ご協力のお陰で無事に全日本学生馬術大会にて出場予定だった全人馬

が出場することができ、このような好成績を残すことが出来ました。 

これもひとえに稲門会会員の皆様の温かいご支援によるものと部員一同深く感謝して

おります。 

皆様のご期待にお答えできますよう、部員一同真摯に活動してまいりますので、今後

ともご支援賜りますようお願い申し上げます。 

鶴見とエオウィン号 



～祝賀会開催のお知らせ～ 

 

稲門会会員の皆様 

 

11月2日〜6日に行われました全日本学生三大大会の障害飛越競技で吉田が14年

ぶりの個人優勝。総合馬術競技で創部初の団体準優勝。更にこちらも創部初の 3 種目

団体総合で準優勝を飾りました。 

最も重い成績である 3 種目団体総合での準優勝は各大学の総力の結果を表しており大

変価値のあるものです。 

つきましては非公式ながら祝賀会を行いたいと思いますので皆様お誘い合わせの上

ご参加いただきたいと思います。 

試合の映像を鑑賞しながら楽しめるよう手配を進めておりますので楽しみして下さい。 

 

11 月 23 日(水曜日勤労感謝の日)18 時〜 

個室、着席、貸切 

綴(つづり) 

〒100-0006 東京都千代田区有楽町 1-9-3 糖業会館・ニッポン放送本社ビル

B1050-5486-2534 

交通手段：・ＪＲ 有楽町駅 徒歩 2 分  

・地下鉄有楽町線 有楽町駅 徒歩 2 分  

・地下鉄日比谷線 日比谷駅 徒歩 2 分  

・地下鉄都営三田線 日比谷駅 徒歩 2分 

 

会費につきましては学生の負担をなくせるよう、ご出席状況で検討させていただきた

いと思います。 

ご出席頂ける方は田中まで返信お願いします。 

11 月 18 日を期限とさせていただきます。 

田中アドレス：shunji-1213tanaka@docomo.ne.jp 

携帯：090 1650 4188 

ご出席は叶わないがお祝いを！ 

という方も田中までご連絡下さい。 

お振込みの案内をさせていただきます。 

 

監督 

田中俊司 



 

 

 

 

最近の馬術部通信は、ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。URL 

とパスワードは下記の通りです。 

URL: https://whrc1927.wixsite.com/waseda-equestrian 

 

 

「More」をクリックすると、「馬術部通信」という項目がございます。 

パスワード:whrc1927 

◆お問い合わせ◆ 

電話番号 042(467)5790 

E-mail  toumon.jyobakai@gmail.com 

Web  https://whrc1927.wixsite.com/waseda-equestrian   

ご意見・ご要望をお待ちしています。 

 

４年  松竹梨月  

３年  板橋真央  

２年  中山明弥  

1年 三木麻綾  

1年 松谷理彩  

 

 

https://whrc1927.wixsite.com/waseda-equestrian
about:blank
about:blank

